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　情報処理の研究分野の中でもモバイル通信の研究は，

比類のない成長を続けている．各大学，企業が競い合い

多くの研究成果が出されている中で，本論文に目を留め

評価していただいた方々にまずは感謝の意を表したい．

　無線技術の革新によりモバイル通信におけるブロード

バンド化が進み，またそれに呼応してデータ通信ユーザ

が著しい増加を見せている．ユーザの目には触れないが，

同時にモバイル IPをベースとしたモバイルコアネット

ワークの中では，ホームエージェントと呼ばれる位置管

理ノードに多くの通信ユーザが登録されるようになり，

各種参照テーブルの肥大化が問題視されるようになって

きた．これはホームエージェントにすべての移動ノード

の位置登録情報が保持されるというモバイル IPが持つ

根本的な問題であり，これまでとは異なる新しいネット

ワークアーキテクチャの設計が急務であることを感じた．

　ホームエージェントがボトルネックとなる理由は，モ

バイル IPがこれを起点とする木構造であるためで，こ

れをよりフラットな構造にすればよいだろうということ

は直感的には明らかだった．しかし，いわゆるレイヤ 2

スイッチを多段に接続するような構成ではスケーラビリ

ティの点で問題となり，しばらく頭を悩ませた．あくま

でレイヤ 3での処理を基本原理とし，位置登録にかかわ

るすべての情報を分散化できる方式を試行錯誤している

うちに，図 -1のアーキテクチャに行き着いた．

　新しいアーキテクチャであるが故に，既存システムに

対する明らかな優位性を示す必要があった．共著者のメ

ンバを中心にプロトタイプを開発し，性能評価実験によ

る技術的妥当性の検証を重ね，国内外の学会発表，特許

取得を行うとともに，デモ展示などでアピールを続けて

きた．これらの活動が総合的に評価され論文賞の受賞へ

とつながったのだと思う．

　モバイル通信網は今後ますます高速化され，またオー

ル IP化によりすべてのトラフィックが IP網を利用する

時代に移行しつつある．この中で本研究が高い評価をい

ただいたことはうれしい限りであり，これをきっかけに

産業界にも貢献できれば望外の幸せである．

（平成 19年 5月 1日受付）

新たなモバイル時代のための新たな
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図 -1　フラットな構造を持つマイクロモビリティネットワーク

 

 


